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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列された複数の画素を有し、ｎ（ｎは
４以上の偶数）個の画素がカラー表示画素を構成する液晶表示装置であって、
　行方向に延びる複数の走査線および列方向に延びる複数の信号線を有するアクティブマ
トリクス基板と、
　前記複数の信号線のそれぞれに、正極性または負極性の階調電圧を表示信号として供給
する信号線駆動回路と、を備え、
　前記カラー表示画素内で、前記ｎ個の画素はｐ行ｑ列（ｐは１以上の整数、ｑはｎ以下
の偶数）に配列されており、
　前記複数の信号線は、他の信号線に交差しない第１のタイプの信号線と、隣接する信号
線に表示領域外で絶縁膜を介して交差する第２のタイプの信号線とを含み、
　前記アクティブマトリクス基板は、前記第２のタイプの信号線が隣接する信号線に交差
している交差領域の近傍に、信号線同士が短絡した経路に代えて前記交差領域を迂回する
経路を形成するための修正用配線であって、前記複数の信号線とは電気的に分離され、浮
動電位にある修正用配線をさらに有し、
　前記修正用配線は、基板面法線方向から見たときに、前記第２のタイプの信号線に部分
的に重なるように設けられており、
　前記修正用配線は、前記複数の走査線の表示領域内に位置する部分と同一の導電膜から
形成されているか、または、前記複数の信号線の表示領域内に位置する部分と同一の導電
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膜から形成されている液晶表示装置。
【請求項２】
　前記アクティブマトリクス基板は、前記修正用配線を指し示すマーカーをさらに有する
請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記アクティブマトリクス基板は、前記複数の画素のそれぞれに設けられた薄膜トラン
ジスタを含み、
　前記マーカーは、前記複数の走査線の表示領域内に位置する部分と同一の導電膜から形
成されているか、前記複数の信号線の表示領域内に位置する部分と同一の導電膜から形成
されているか、または、前記薄膜トランジスタの半導体層と同一の半導体膜から形成され
ている請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　行方向に沿って隣接する任意の２個のカラー表示画素のうちの一方のカラー表示画素を
構成するｎ個の画素のそれぞれは、前記第１のタイプの信号線を介して階調電圧を供給さ
れ、他方のカラー表示画素を構成するｎ個の画素のそれぞれは、前記第２のタイプの信号
線を介して階調電圧を供給される請求項１から３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記複数の画素は、行方向に沿って前記カラー表示画素を構成する前記ｎ個の画素のう
ちのｑ個の画素が同じ順で繰り返し並ぶように配列されている請求項１から４のいずれか
に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記信号線駆動回路は、行方向に沿って並ぶ複数の出力端子を有し、
　前記複数の出力端子のうちの互いに隣接する任意の２個の出力端子は、互いに逆の極性
の階調電圧を出力する請求項１から５のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　行方向に沿って隣接する任意の２個のカラー表示画素において、同じ色を表示する画素
には、互いに逆の極性の階調電圧が対応する信号線を介して供給される請求項１から６の
いずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記カラー表示画素内で、行方向に沿って互いに隣接する任意の２個の画素には、互い
に逆の極性の階調電圧が対応する信号線を介して供給される請求項１から７のいずれかに
記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記カラー表示画素を構成する前記ｎ個の画素は、互いに異なる色を表示する請求項１
から８のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項１０】
　前記カラー表示画素を構成する前記ｎ個の画素は、赤を表示する赤画素、緑を表示する
緑画素、青を表示する青画素および黄を表示する黄画素を含む請求項１から９のいずれか
に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　請求項１から１０のいずれかに記載の液晶表示装置の表示欠陥を修正する表示欠陥修正
方法であって、
　前記複数の信号線のうちから、隣接する信号線と前記交差領域で短絡している前記第２
のタイプの信号線を特定する工程（Ａ）と、
　前記特定された第２のタイプの信号線に供給される表示信号が前記交差領域を迂回する
ように、前記修正用配線を用いて迂回経路を形成する工程（Ｂ）と、を包含する表示欠陥
修正方法。
【請求項１２】
　前記工程（Ｂ）は、
　前記特定された第２のタイプの信号線を、前記交差領域よりも上流側と下流側とで切断
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する工程（Ｂ１）と、
　前記特定された第２のタイプの信号線の一部と前記修正用配線の一端部とを接続し、前
記特定された第２のタイプの信号線の他の一部と前記修正用配線の他端部とを接続する工
程（Ｂ２）と、を含む請求項１１に記載の表示欠陥修正方法。
【請求項１３】
　前記工程（Ｂ１）および前記工程（Ｂ２）は、レーザ光の照射により行われる、請求項
１２に記載の表示欠陥修正方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特に、４個以上の偶数個の画素によってカラー表示画
素が構成される液晶表示装置に関する。また、本発明は、そのような液晶表示装置の表示
欠陥を修正する表示欠陥修正方法にも関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、液晶表示装置が様々な用途に利用されている。一般的な液晶表示装置では、光の
三原色である赤、緑、青を表示する３個の画素によって１個のカラー表示画素が構成され
ており、そのことによってカラー表示が可能になっている。
【０００３】
　しかしながら、従来の液晶表示装置は、表示可能な色の範囲（「色再現範囲」と呼ばれ
る。）が狭いという問題を有している。そこで、液晶表示装置の色再現範囲を広くするた
めに、表示に用いる原色の数を増やす手法が提案されている。
【０００４】
　例えば、特許文献１には、図１４に示すように、赤を表示する赤画素Ｒ、緑を表示する
緑画素Ｇおよび青を表示する青画素Ｂに加えて黄を表示する黄画素Ｙを含む４個の画素に
よって１個のカラー表示画素ＣＰが構成された液晶表示装置８００が開示されている。こ
の液晶表示装置８００では、４個の画素Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｙによって表示される赤、緑、青、
黄の４つの原色を混色することにより、カラー表示が行われる。
【０００５】
　４つ以上の原色を用いて表示を行うことにより、三原色を用いて表示を行う従来の液晶
表示装置よりも色再現範囲を広くすることができる。本願明細書では、４つ以上の原色を
用いて表示を行う液晶表示装置を「多原色液晶表示装置」と称し、三原色を用いて表示を
行う液晶表示装置を「三原色液晶表示装置」と称する。
【０００６】
　また、特許文献２には、図１５に示すように、赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂに加
えて白を表示する白画素Ｗを含む４個の画素によって１個のカラー表示画素ＣＰが構成さ
れた液晶表示装置９００が開示されている。この液晶表示装置９００では、追加された画
素が白画素Ｗであるので、色再現範囲を広くすることはできないものの、表示輝度を高く
することができる。
【０００７】
　しかしながら、図１４に示した液晶表示装置８００および図１５に示した液晶表示装置
９００のように１個のカラー表示画素ＣＰが偶数個の画素から構成されていると、ドット
反転駆動を行った場合に、横シャドーと呼ばれる現象が発生し、表示品位が低下してしま
う。ドット反転駆動は、表示のちらつき（フリッカと呼ばれる。）の発生を抑制する手法
であり、印加電圧の極性を１画素ごとに反転させる駆動方法である。
【０００８】
　図１６に、三原色液晶表示装置にドット反転駆動を行った場合の各画素への印加電圧の
極性を示し、図１７および図１８に、液晶表示装置８００および９００にドット反転駆動
を行った場合の各画素への印加電圧の極性を示す。
【０００９】
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　三原色液晶表示装置では、図１６に示すように、同色の画素への印加電圧の極性が、行
方向に沿って反転する。例えば図１６中の１行目、３行目、５行目の画素行では、左側か
ら右側に向かうにつれて、赤画素Ｒへの印加電圧の極性は正（＋）、負（－）、正（＋）
となり、緑画素Ｇへの印加電圧の極性は負（－）、正（＋）、負（－）となり、青画素Ｂ
への印加電圧の極性は正（＋）、負（－）、正（＋）となる。
【００１０】
　これに対し、液晶表示装置８００および９００では、１個のカラー表示画素ＣＰが偶数
個（４個）の画素から構成されているので、図１７および図１８に示すように、各画素行
で同色の画素への印加電圧の極性が全て同じになってしまう。例えば図１７中の１行目、
３行目、５行目の画素行では、赤画素Ｒおよび黄画素Ｙへの印加電圧の極性は全て正（＋
）であり、緑画素Ｇおよび青画素Ｂへの印加電圧の極性は全て負（－）である。また、図
１８中の１行目、３行目、５行目の画素行では、赤画素Ｒおよび青画素Ｂへの印加電圧の
極性は全て正（＋）であり、緑画素Ｇおよび白画素Ｗへの印加電圧の極性は全て負（－）
である。
【００１１】
　このように、行方向で同色の画素への印加電圧の極性が全て同じになってしまうと、単
色でウィンドウパターンを表示したときに横シャドーが発生してしまう。以下、図１９を
参照しながら横シャドーが発生する原因を説明する。
【００１２】
　図１９（ａ）に示すように、低輝度の背景ＢＧに囲まれるように単色で高輝度のウィン
ドウＷＤを表示するとき、ウィンドウＷＤの左右に、本来の表示よりも高輝度となる横シ
ャドーＳＤが発生することがある。
【００１３】
　図１９（ｂ）には、一般的な液晶表示装置の２個の画素に対応する領域の等価回路を示
している。図１９（ｂ）に示すように、各画素には薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１４が設
けられている。ＴＦＴ１４のゲート電極、ソース電極およびドレイン電極には、それぞれ
走査線１２、信号線１３および画素電極１１が電気的に接続されている。
【００１４】
　画素電極１１と、画素電極１１に対向するように設けられた対向電極２１と、画素電極
１１と対向電極２１との間に位置する液晶層とによって、液晶容量ＣLCが構成される。ま
た、画素電極１１に電気的に接続された補助容量電極１７と、補助容量電極１７に対向す
るように設けられた補助容量対向電極１５ａと、補助容量電極１７と補助容量対向電極１
５ａとの間に位置する誘電体層（絶縁膜）とによって、補助容量ＣCSが構成される。
【００１５】
　補助容量対向電極１５ａは、補助容量線１５に電気的に接続されており、補助容量対向
電圧（ＣＳ電圧）を供給される。図１９（ｃ）および（ｄ）に、ＣＳ電圧およびゲート電
圧の時間変化を示す。なお、図１９（ｃ）と図１９（ｄ）とでは、書き込み電圧（信号線
１３を介して画素電極１１に供給される階調電圧）の極性が互いに異なっている。
【００１６】
　ゲート電圧がオン状態となり、画素への充電が開始されると、画素電極１１の電位（ド
レイン電圧）が変化し、この際、図１９（ｃ）および（ｄ）に示すように、ドレイン・Ｃ
Ｓ間の寄生容量を介してＣＳ電圧にリップル電圧が重畳される。図１９（ｃ）と図１９（
ｄ）との比較からわかるように、リップル電圧の極性は、書き込み電圧の極性に応じて反
転する。
【００１７】
　ＣＳ電圧に重畳されたリップル電圧は時間とともに減衰する。書き込み電圧の振幅が小
さい場合、つまり、背景ＢＧを表示する画素では、ゲート電圧がオフ状態となる時にリッ
プル電圧はほぼゼロとなる。一方、書き込み電圧の振幅が大きい場合、つまり、ウィンド
ウＷＤを表示する画素では、リップル電圧が背景ＢＧを表示する画素に比べて高くなるの
で、図１９（ｃ）および（ｄ）に示しているように、ゲート電圧がオフ状態になる時にＣ
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Ｓ電圧に重畳されたリップル電圧は減衰しきっておらず、ゲート電圧がオフ状態になった
後もリップル電圧は減衰する。そのため、ＣＳ電圧の影響を受けるドレイン電圧（画素電
極電位）は残存しているリップル電圧Ｖαに起因して本来のレベルからずれる。
【００１８】
　同じ画素行内で、逆の極性のリップル電圧同士は相殺するように働くが、同じ極性のリ
ップル電圧は重畳してしまう。そのため、図１７および図１８に示したように、行方向で
同色画素への印加電圧の極性が全て同じになってしまうと、単色でウィンドウパターンを
表示したときに横シャドーが発生してしまう。
【００１９】
　横シャドーの発生を防止する技術が、特許文献３に開示されている。図２０に、特許文
献３に開示されている液晶表示装置１０００を示す。
【００２０】
　液晶表示装置１０００は、図２０に示すように、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび
白画素Ｗによって構成されるカラー表示画素ＣＰを有する液晶表示パネル１００１と、液
晶表示パネル１００１に設けられた複数の信号線１０１３に表示信号を供給するソースド
ライバ１００３とを備える。
【００２１】
　ソースドライバ１００３は、それぞれが複数の信号線１０１３のそれぞれに一対一で対
応する複数の個別ドライバ１００３ａを有する。複数の個別ドライバ１００３ａは、行方
向に沿って並び、互いに隣接する２個の個別ドライバ１００３ａは、互いに逆の極性の階
調電圧を出力する。
【００２２】
　図２０に示す液晶表示装置１０００では、一部の信号線１３の配列順序が、表示領域外
で逆転している。例えば、図中の左側から５番目の信号線１０１３と６番目の信号線１０
１３とは、表示領域外で絶縁膜を介して交差するように設けられており、そのことにより
、５番目の信号線１０１３は６番目の個別ドライバ１００３ａに接続され、６番目の信号
線１０１３は５番目の個別ドライバ１００３ａに接続されている。このような構成により
、液晶表示装置１０００では、行方向に沿って隣接する２個のカラー表示画素ＣＰにおい
て、同じ色を表示する画素には、互いに逆の極性の階調電圧が供給される。そのため、行
方向に沿って同色画素への印加電圧の極性が揃うことがなく、横シャドーの発生を防止す
ることができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００２３】
【特許文献１】特表２００４－５２９３９６号公報
【特許文献２】特開平１１－２９５７１７号公報
【特許文献３】国際公開第２００７／０６３６２０号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００２４】
　しかしながら、特許文献３に開示されているような構成を採用すると、信号線が隣接し
ている信号線と交差している領域において、信号線同士の短絡が発生する。他の信号線と
短絡した信号線は、画素に対して本来供給すべき表示信号を供給することができないので
、表示欠陥の原因となる。そのため、歩留まりが低下してしまう。
【００２５】
　本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、４個以上の偶数個の画
素からカラー表示画素が構成される液晶表示装置において、横シャドーの発生を防止する
とともに、歩留まりの低下を抑制することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２６】
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　本発明による液晶表示装置は、複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列され
た複数の画素を有し、ｎ（ｎは４以上の偶数）個の画素がカラー表示画素を構成する液晶
表示装置であって、行方向に延びる複数の走査線および列方向に延びる複数の信号線を有
するアクティブマトリクス基板と、前記複数の信号線のそれぞれに、正極性または負極性
の階調電圧を表示信号として供給する信号線駆動回路と、を備え、前記カラー表示画素内
で、前記ｎ個の画素はｐ行ｑ列（ｐは１以上の整数、ｑはｎ以下の偶数）に配列されてお
り、前記複数の信号線は、他の信号線に交差しない第１のタイプの信号線と、隣接する信
号線に表示領域外で絶縁膜を介して交差する第２のタイプの信号線とを含み、前記アクテ
ィブマトリクス基板は、前記第２のタイプの信号線が隣接する信号線に交差している交差
領域の近傍に、前記複数の信号線とは電気的に分離され、浮動電位にある修正用配線をさ
らに有する。
【００２７】
　ある好適な実施形態において、前記修正用配線は、基板面法線方向から見たときに、前
記第２のタイプの信号線に部分的に重なるように設けられている。
【００２８】
　ある好適な実施形態において、前記修正用配線は、前記複数の走査線の表示領域内に位
置する部分と同一の導電膜から形成されているか、または、前記複数の信号線の表示領域
内に位置する部分と同一の導電膜から形成されている。
【００２９】
　ある好適な実施形態において、前記アクティブマトリクス基板は、前記修正用配線を指
し示すマーカーをさらに有する。
【００３０】
　ある好適な実施形態において、前記アクティブマトリクス基板は、前記複数の画素のそ
れぞれに設けられた薄膜トランジスタを含み、前記マーカーは、前記複数の走査線の表示
領域内に位置する部分と同一の導電膜から形成されているか、前記複数の信号線の表示領
域内に位置する部分と同一の導電膜から形成されているか、または、前記薄膜トランジス
タの半導体層と同一の半導体膜から形成されている。
【００３１】
　ある好適な実施形態において、行方向に沿って隣接する任意の２個のカラー表示画素の
うちの一方のカラー表示画素を構成するｎ個の画素のそれぞれは、前記第１のタイプの信
号線を介して階調電圧を供給され、他方のカラー表示画素を構成するｎ個の画素のそれぞ
れは、前記第２のタイプの信号線を介して階調電圧を供給される。
【００３２】
　ある好適な実施形態において、前記複数の画素は、行方向に沿って前記カラー表示画素
を構成する前記ｎ個の画素のうちのｑ個の画素が同じ順で繰り返し並ぶように配列されて
いる。
【００３３】
　ある好適な実施形態において、前記信号線駆動回路は、行方向に沿って並ぶ複数の出力
端子を有し、前記複数の出力端子のうちの互いに隣接する任意の２個の出力端子は、互い
に逆の極性の階調電圧を出力する。
【００３４】
　ある好適な実施形態において、行方向に沿って隣接する任意の２個のカラー表示画素に
おいて、同じ色を表示する画素には、互いに逆の極性の階調電圧が対応する信号線を介し
て供給される。
【００３５】
　ある好適な実施形態において、前記カラー表示画素内で、行方向に沿って互いに隣接す
る任意の２個の画素には、互いに逆の極性の階調電圧が対応する信号線を介して供給され
る。
【００３６】
　ある好適な実施形態において、前記カラー表示画素を構成する前記ｎ個の画素は、互い
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に異なる色を表示する。
【００３７】
　ある好適な実施形態において、前記カラー表示画素を構成する前記ｎ個の画素は、赤を
表示する赤画素、緑を表示する緑画素、青を表示する青画素および黄を表示する黄画素を
含む。
【００３８】
　本発明による表示欠陥修正方法は、上記の構成を有する液晶表示装置の表示欠陥を修正
する表示欠陥修正方法であって、前記複数の信号線のうちから、隣接する信号線と前記交
差領域で短絡している前記第２のタイプの信号線を特定する工程（Ａ）と、前記特定され
た第２のタイプの信号線に供給される表示信号が前記交差領域を迂回するように、前記修
正用配線を用いて迂回経路を形成する工程（Ｂ）と、を包含する。
【００３９】
　ある好適な実施形態において、前記工程（Ｂ）は、前記特定された第２のタイプの信号
線を、前記交差領域よりも上流側と下流側とで切断する工程（Ｂ１）と、前記特定された
第２のタイプの信号線の一部と前記修正用配線の一端部とを接続し、前記特定された第２
のタイプの信号線の他の一部と前記修正用配線の他端部とを接続する工程（Ｂ２）と、を
含む。
【００４０】
　ある好適な実施形態において、前記工程（Ｂ１）および前記工程（Ｂ２）は、レーザ光
の照射により行われる。
【発明の効果】
【００４１】
　本発明によると、４個以上の偶数個の画素からカラー表示画素が構成される液晶表示装
置において、横シャドーの発生を防止するとともに、歩留まりの低下を抑制することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図である。
【図２】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図であり、
１個の画素に対応した領域を示す平面図である。
【図３】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００を模式的に示す図であり、
図２中の３Ａ－３Ａ’線に沿った断面図である。
【図４】液晶表示装置１００が備える液晶表示パネル１および信号線駆動回路３を模式的
に示す図である。
【図５】液晶表示パネル１のアクティブマトリクス基板１０が有する複数の信号線１３の
、表示領域外に位置する部分を示す平面図である。
【図６】（ａ）および（ｂ）は、アクティブマトリクス基板１０の断面構造を示す図であ
り、それぞれ図５中の６Ａ－６Ａ´線および６Ｂ－６Ｂ´線に沿った断面図である。
【図７】（ａ）および（ｂ）は、アクティブマトリクス基板１０の断面構造を示す図であ
り、それぞれ図５中の７Ａ－７Ａ´線および７Ｂ－７Ｂ´線に沿った断面図である。
【図８】アクティブマトリクス基板１０が有する複数の信号線１３の、表示領域外に位置
する部分を示す平面図である。
【図９】アクティブマトリクス基板１０が有する複数の信号線１３の、表示領域外に位置
する部分を示す平面図である。
【図１０】アクティブマトリクス基板１０が有する複数の信号線１３の、表示領域外に位
置する部分を示す平面図である。
【図１１】アクティブマトリクス基板１０が有する予備配線４４の引廻しパターンを示す
図である。
【図１２】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００Ａを模式的に示す図であ
る。
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【図１３】本発明の好適な実施形態における液晶表示装置１００Ｂを模式的に示す図であ
る。
【図１４】従来の液晶表示装置８００を模式的に示す図である。
【図１５】従来の液晶表示装置９００を模式的に示す図である。
【図１６】三原色液晶表示装置にドット反転駆動を行った場合の各画素への印加電圧の極
性を示す図である。
【図１７】従来の液晶表示装置８００にドット反転駆動を行った場合の各画素への印加電
圧の極性を示す図である。
【図１８】従来の液晶表示装置９００にドット反転駆動を行った場合の各画素への印加電
圧の極性を示す図である。
【図１９】（ａ）～（ｄ）は、横シャドーが発生する理由を説明するための図である。
【図２０】従来の液晶表示装置１０００を模式的に示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００４３】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態を説明する。なお、本発明は以下の実施形
態に限定されるものではない。
【００４４】
　図１に、本実施形態における液晶表示装置１００を示す。液晶表示装置１００は、図１
に示すように、複数の行および複数の列を含むマトリクス状に配列された複数の画素を有
する液晶表示パネル１と、液晶表示パネル１に駆動信号を供給する走査線駆動回路（ゲー
トドライバ）２および信号線駆動回路（ソースドライバ）３とを備える。
【００４５】
　図２および図３に、液晶表示パネル１の具体的な構造を示す。図２は、液晶表示パネル
１の１個の画素に対応した領域を示す平面図であり、図３は、図２中の３Ａ－３Ａ´線に
沿った断面図である。
【００４６】
　液晶表示パネル１は、アクティブマトリクス基板１０と、アクティブマトリクス基板１
０に対向する対向基板２０と、アクティブマトリクス基板１０と対向基板２０との間に設
けられた液晶層３０とを有する。
【００４７】
　アクティブマトリクス基板１０は、複数の画素のそれぞれに設けられた画素電極１１と
、行方向に延びる複数の走査線１２と、列方向に延びる複数の信号線１３とを有する。画
素電極１１は、各画素に設けられた薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）１４を介し、対応する走
査線１２から走査信号を供給され、対応する信号線１３から表示信号を供給される。
【００４８】
　走査線１２は、絶縁性を有する透明基板（例えばガラス基板）１０ａ上に設けられてい
る。また、透明基板１０ａ上には、行方向に延びる補助容量線１５も設けられている。補
助容量線１５は、走査線１２と同じ導電膜から形成されている。補助容量線１５の、画素
の中央付近に位置する部分１５ａは、他の部分よりも幅が広く、この部分１５ａが補助容
量対向電極として機能する。補助容量対向電極１５ａは、補助容量線１５から補助容量対
向電圧（ＣＳ電圧）を供給される。
【００４９】
　走査線１２および補助容量線１５を覆うように、ゲート絶縁膜１６が設けられている。
ゲート絶縁膜１６上に、信号線１３が設けられている。また、ゲート絶縁膜１６上には、
補助容量電極１７も設けられている。補助容量電極１７は、信号線１３と同じ導電膜から
形成されている。補助容量電極１７は、ＴＦＴ１４のドレイン電極に電気的に接続されて
おり、ＴＦＴ１４を介して画素電極１１と同じ電圧を供給される。
【００５０】
　信号線１３および補助容量電極１７を覆うように、層間絶縁膜１８が設けられている。
層間絶縁膜１８上に、画素電極１１が設けられている。
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【００５１】
　アクティブマトリクス基板１０の最表面（液晶層３０側の最表面）には、配向膜１９が
形成されている。配向膜１９としては、表示モードに応じて水平配向膜または垂直配向膜
が設けられる。
【００５２】
　対向基板２０は、画素電極１１に対向する対向電極２１を有する。対向電極２１は、絶
縁性を有する透明基板（例えばガラス基板）２０ａ上に設けられている。対向基板２０の
最表面（液晶層３０側の最表面）には、配向膜２９が形成されている。配向膜２９として
は、表示モードに応じて水平配向膜または垂直配向膜が設けられる。ここでは図示してい
ないが、対向基板２０は、典型的には、カラーフィルタ層および遮光層（ブラックマトリ
クス）をさらに有する。
【００５３】
　液晶層３０は、表示モードに応じて正または負の誘電異方性を有する液晶分子（不図示
）を含み、さらに、必要に応じてカイラル剤を含む。
【００５４】
　上述した構造を有する液晶表示パネル１では、画素電極１１と、画素電極１１に対向す
る対向電極２１と、これらの間に位置する液晶層３０とによって液晶容量ＣLCが構成され
る。また、補助容量電極１７と、補助容量電極１７に対向する補助容量対向電極１５ａと
、これらの間に位置するゲート絶縁膜１６とによって補助容量ＣCSが構成される。液晶容
量ＣLCと、液晶容量ＣLCに並列に設けられた補助容量ＣCSとによって、画素容量Ｃｐｉｘ
が構成される。
【００５５】
　走査線駆動回路２は、液晶表示パネル１の複数の走査線１２のそれぞれに、走査信号を
供給する。これに対し、信号線駆動回路３は、液晶表示パネル１の複数の信号線１３のそ
れぞれに、正極性または負極性の階調電圧を表示信号として供給する。
【００５６】
　以下、図４を参照しながら、液晶表示パネル１が有する複数の画素の配置と、信号線駆
動回路３から信号線１３を介して各画素に供給される階調電圧の極性との関係を説明する
。なお、階調電圧の極性は、対向電極２１に供給される電圧（対向電圧）を基準として決
定される。
【００５７】
　図４に示すように、複数の画素は、赤を表示する赤画素Ｒ、緑を表示する緑画素Ｇ、青
を表示する青画素Ｂおよび黄を表示する黄画素Ｙを含む。つまり、液晶表示パネル１の複
数の画素は、互いに異なる色を表示する４種類の画素を含む。対向基板２０のカラーフィ
ルタ層は、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび黄画素Ｙに対応するように、赤色の光を
透過する赤カラーフィルタ、緑色の光を透過する緑カラーフィルタ、青色の光を透過する
青カラーフィルタおよび黄色の光を透過する黄カラーフィルタを含んでいる。
【００５８】
　これら複数の画素は、行方向に沿って４種類の画素が同じ順で繰り返し並ぶように配列
されている。具体的には、複数の画素は、左側から右側に向かって黄画素Ｙ、赤画素Ｒ、
緑画素Ｇ、青画素Ｂの順で循環的に配列されている。行方向に沿って連続する４個の画素
（黄画素Ｙ、赤画素Ｒ、緑画素Ｇおよび青画素Ｂ）によって、カラー表示を行う最小の単
位であるカラー表示画素ＣＰが構成される。言い換えると、カラー表示画素ＣＰ内で、４
個の画素は１行４列に配列されている。
【００５９】
　図４には、ある垂直走査期間において各画素に供給される階調電圧の極性が示されてい
る。図４に示されているように、１個のカラー表示画素ＣＰ内で、行方向に沿って互いに
隣接する任意の２個の画素には、互いに逆の極性の階調電圧が対応する信号線１３を介し
て供給される。また、列方向に沿って互いに隣接する任意の２個の画素にも、互いに逆の
極性の階調電圧が対応する信号線１３を介して供給される。
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【００６０】
　上述したように、液晶表示装置１００では、列方向について１画素ごとに階調電圧の極
性が反転しており、行方向についても各カラー表示画素ＣＰ内で１画素ごとに階調電圧の
極性が反転している。このように、液晶表示装置１００ではドット反転駆動に近い反転駆
動が行われる。
【００６１】
　また、液晶表示装置１００では、図４に示すように、行方向に沿って隣接する任意の２
個のカラー表示画素ＣＰにおいて、同じ色を表示する画素には、互いに逆の極性の階調電
圧が対応する信号線１３を介して供給される。例えば、図４中の一番上の画素行において
、もっとも左側のカラー表示画素ＣＰでは、黄画素Ｙおよび緑画素Ｇに正極性の階調電圧
が供給され、赤画素Ｒおよび青画素Ｂには負極性の階調電圧が供給される。これに対し、
同じ画素行の左側から２番目のカラー表示画素ＣＰでは、黄画素Ｙおよび緑画素Ｇに負極
性の階調電圧が供給され、赤画素Ｒおよび青画素Ｂには正極性の階調電圧が供給される。
そのため、行方向に沿って同色画素への印加電圧の極性が揃うことがなく、横シャドーの
発生を防止することができる。
【００６２】
　上記の反転駆動（横シャドーの発生を防止し得る反転駆動）は、信号線駆動回路３に対
して複数の信号線１３を、図４に示しているように接続することによって実現することが
できる。なお、以下では、複数の信号線１３のそれぞれを図中の左側から順に１番目の信
号線１３、２番目の信号線１３、３番目の信号線１３、・・・と呼び、同様に、後述する
複数の出力端子３ａのそれぞれを図中の左側から順に１番目の出力端子３ａ、２番目の出
力端子３ａ、３番目の出力端子３ａ、・・・と呼ぶ。
【００６３】
　信号線駆動回路３は、行方向に沿って並ぶ複数の出力端子３ａを有する。複数の出力端
子３ａのうちの互いに隣接する任意の２個の出力端子３ａは、互いに逆の極性の階調電圧
を出力する。信号線駆動回路３の複数の出力端子３ａと、液晶表示パネル１の複数の信号
線１３とは、一対一で接続される。
【００６４】
　本実施形態の液晶表示装置１００では、液晶表示パネル１の複数の信号線１３は、２種
類の信号線を含んでいる。具体的には、液晶表示パネル１の複数の信号線１３は、図４に
示すように、他の信号線１３に交差しない第１のタイプの信号線１３ａと、隣接する信号
線１３に表示領域外で絶縁膜（ここでは後述するようにゲート絶縁膜１６）を介して交差
する第２のタイプの信号線１３ｂとを含んでいる。図４に示す例では、１番目～４番目お
よび９番目～１２番目の信号線１３は、第１のタイプの信号線１３ａであり、５番目～８
番目および１３番目～１６番目の信号線１３は、第２のタイプの信号線１３ｂである。
【００６５】
　第１のタイプの信号線１３ａは、他の信号線１３と交差しないので、第１のタイプの信
号線１３ａと出力端子３ａとは、順番通りに接続されている。つまり、第１のタイプの信
号線１３ａであるｉ番目（ｉは自然数）の信号線１３は、ｉ番目の出力端子３ａに接続さ
れている。例えば、図４に示す１番目の信号線１３は、１番目の出力端子３ａに接続され
ており、２番目の信号線１３は、２番目の出力端子３ａに接続されている。また、３番目
の信号線１３は、３番目の出力端子３ａに接続されており、４番目の信号線１３は、４番
目の出力端子３ａに接続されている。
【００６６】
　これに対し、第２のタイプの信号線１３ｂは、隣接する信号線１３に交差するので、第
２のタイプの信号線１３ｂと出力端子３ａとは、順番通りに接続されておらず、接続順が
逆転している。つまり、第２のタイプの信号線１３ｂであるｊ番目（ｊはｉとは異なる自
然数）の信号線１３は、（ｊ＋１）番目の出力端子３ａに接続されており、第２のタイプ
の信号線１３ｂである（ｊ＋１）番目の信号線１３は、ｊ番目の出力端子３ａに接続され
ている。例えば、図４に示す５番目の信号線１３は、６番目の出力端子３ａに接続されて
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おり、６番目の信号線１３は、５番目の出力端子３ａに接続されている。また、７番目の
信号線１３は、８番目の出力端子３ａに接続されており、８番目の信号線１３は、７番目
の出力端子３ａに接続されている。
【００６７】
　行方向に沿って隣接する任意の２個のカラー表示画素ＣＰのうちの一方のカラー表示画
素ＣＰを構成するｎ個の画素のそれぞれは、第１のタイプの信号線１３ａを介して階調電
圧を供給される。これに対し、他方のカラー表示画素ＣＰを構成するｎ個の画素のそれぞ
れは、第２のタイプの信号線１３ｂを介して階調電圧を供給される。従って、一方のカラ
ー表示画素ＣＰにおいて、各画素に供給される階調電圧の極性が左側から順に正、負、正
、負である場合、他方のカラー表示画素ＣＰにおいては、各画素に供給される階調電圧の
極性は左側から順に負、正、負、正となる。そのため、行方向に沿って隣接する任意の２
個のカラー表示画素ＣＰにおいて、同じ色を表示する画素には、互いに逆の極性の階調電
圧を供給することができる。
【００６８】
　上述したように、２種類の信号線１３ａおよび１３ｂを設けることにより、横シャドー
の発生を防止し得る反転駆動を実現することができる。ただし、このような構成を採用し
た場合、第２のタイプの信号線１３ｂが隣接する信号線１３に交差している領域（以下で
は「交差領域」と呼ぶ）ＩＲにおいて、信号線１３同士（第２のタイプの信号線１３ｂ同
士）の短絡が発生することがある。
【００６９】
　本実施形態の液晶表示装置１００は、信号線１３同士の短絡に起因する表示欠陥を修正
することができる構造（図４には示されていない）を有する。以下、この構造を、図５、
図６および図７を参照しながら具体的に説明する。図５、図６および図７は、アクティブ
マトリクス基板１０が有する複数の信号線１３の、表示領域（複数の画素によって規定さ
れる）外に位置する部分を示す図である。図５は、複数の信号線１３のうちの８本の信号
線１３を示す平面図である。図６（ａ）および（ｂ）は、アクティブマトリクス基板１０
の断面構造を示す図であり、それぞれ図５中の６Ａ－６Ａ´線および６Ｂ－６Ｂ´線に沿
った断面図である。図７（ａ）および（ｂ）は、アクティブマトリクス基板１０の断面構
造を示す図であり、それぞれ図５中の７Ａ－７Ａ´線および７Ｂ－７Ｂ´線に沿った断面
図である。
【００７０】
　図５に示されている領域（表示領域外の領域）では、信号線１３は、表示領域内とは異
なる層構造を有している。表示領域内で走査線１２を構成する導電層（ゲート絶縁膜１６
の下に設けられる配線層）を「ゲートメタル層」と呼び、表示領域内で信号線１３を構成
する導電層（ゲート絶縁膜１６の上に設けられる配線層）を「ソースメタル層」と呼ぶと
き、図５に示すように、表示領域外において、信号線１３は、ゲートメタル層から構成さ
れる下層配線１３Ｇと、ソースメタル層から構成される上層配線１３Ｓとを含んでいる。
下層配線１３Ｇと上層配線１３Ｓとは、交差領域ＩＲよりも上流側と下流側のそれぞれに
おいて、ゲート絶縁膜１６に形成されたコンタクトホールＣＨで接続されている。
【００７１】
　第１のタイプの信号線１３ａである１番目～４番目の信号線１３では、図５に示すよう
に、上層配線１３Ｓは上流側と下流側とで連続しておらず、上流側の上層配線１３Ｓと下
流側の上層配線１３Ｓとが下層配線１３Ｇを介して電気的に接続されている。
【００７２】
　また、第２のタイプの信号線１３ｂである５番目～８番目の信号線１３のうち、５番目
および７番目の信号線１３では、図５および図６（ａ）に示すように、上層配線１３Ｓは
上流側と下流側とで連続している。これに対し、６番目および８番目の信号線１３では、
図５および図６（ｂ）に示すように、上層配線１３Ｓは上流側と下流側とで連続しておら
ず、上流側の上層配線１３Ｓと下流側の上層配線１３Ｓとが下層配線１３Ｇを介して電気
的に接続されている。図５と、図６（ａ）および（ｂ）とに示されているように、７番目
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の信号線１３の上層配線１３Ｓと、８番目の信号線１３の下層配線１３Ｇとが交差領域Ｉ
Ｒにおいてゲート絶縁膜１６を介して交差している。同様に、５番目の信号線１３の上層
配線１３Ｓと、６番目の信号線１３の下層配線１３Ｇとがゲート絶縁膜１６を介して交差
している。
【００７３】
　本実施形態におけるアクティブマトリクス基板１０は、図５に示すように、第２のタイ
プの信号線１３ｂが隣接する信号線１３に交差している交差領域ＩＲの近傍に、修正用配
線４０を有する。修正用配線４０は、いずれの信号線１３とも電気的に分離され、浮動電
位にある。修正用配線４０は、アクティブマトリクス基板１０が有する第２のタイプの信
号線１３ｂのそれぞれに対応して設けられている。つまり、第２のタイプの信号線１３ｂ
１本につき、１本の修正用配線４０が設けられている。修正用配線４０は、基板面法線方
向から見たときに、対応する信号線１３（第２のタイプの信号線１３ｂ）に部分的に重な
るように設けられている。
【００７４】
　５番目および７番目の信号線１３用の修正用配線４０は、ソースメタル層から構成され
ている。つまり、これらの修正用配線４０は、信号線１３の表示領域内に位置する部分と
同一の導電膜から形成されている。７番目の信号線１３用の修正用配線４０は、図７（ａ
）に示すように、その一端部４０ａが上流側の下層配線１３Ｇにゲート絶縁膜１６を介し
て重なり、その他端部４０ｂが下流側の下層配線１３Ｇにゲート絶縁膜１６を介して重な
るように設けられている。同様に、５番目の信号線１３用の修正用配線４０も、その一端
部４０ａが上流側の下層配線１３Ｇにゲート絶縁膜１６を介して重なり、その他端部４０
ｂが下流側の下層配線１３Ｇにゲート絶縁膜１６を介して重なるように設けられている。
【００７５】
　６番目および８番目の信号線１３用の修正用配線４０は、ゲートメタル層から構成され
ている。つまり、これらの修正用配線４０は、走査線１２の表示領域内に位置する部分と
同一の導電膜から形成されている。８番目の信号線１３用の修正用配線４０は、図７（ｂ
）に示すように、その一端部４０ａが上流側の上層配線１３Ｓにゲート絶縁膜１６を介し
て重なり、その他端部４０ｂが下流側の上層配線１３Ｓにゲート絶縁膜１６を介して重な
るように設けられている。同様に、６番目の信号線１３用の修正用配線４０も、その一端
部４０ａが上流側の上層配線１３Ｓにゲート絶縁膜１６を介して重なり、その他端部４０
ｂが下流側の上層配線１３Ｓにゲート絶縁膜１６を介して重なるように設けられている。
【００７６】
　本実施形態における液晶表示装置１００では、上述したような修正用配線４０が設けら
れているので、交差領域ＩＲにおいて信号線１３同士が短絡し、そのことによって表示欠
陥が発生した場合でも、修正用配線４０を用いて表示欠陥を修正することができる。以下
、修正用配線４０を用いた表示欠陥修正方法を具体的に説明する。
【００７７】
　まず、複数の信号線１３のうちから、隣接する信号線１３と交差領域ＩＲで短絡してい
る第２のタイプの信号線１３ｂを特定する。例えば、液晶表示装置１００を表示動作させ
、表示欠陥を呈する画素列を目視で（例えばルーペを用いて）特定する。これにより、表
示欠陥を呈する画素行に表示信号を供給するための信号線１３が、短絡している第２のタ
イプの信号線１３ｂであると特定される。
【００７８】
　次に、特定された第２のタイプの信号線１３ｂに供給される表示信号が交差領域ＩＲを
迂回するように、修正用配線４０を用いて迂回経路を形成する。ここで、図８を参照しな
がらこの工程をより具体的に説明する。図８には、７番目の信号線１３と８番目の信号線
１３（いずれも第２のタイプの信号線１３ｂである）との交差領域ＩＲに短絡ＳＨが発生
している場合を示している。
【００７９】
　まず、特定された第２のタイプの信号線１３ｂを、交差領域ＩＲよりも上流側と下流側
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とで切断する。ここでは、７番目の信号線１３については、その上層配線１３Ｓを、交差
領域ＩＲを挟む２つの箇所で切断する（切断箇所Ｃｕ１、Ｃｕ２）。これにより、７番目
の信号線１３は、短絡が発生している部分から電気的に分離される。また、８番目の信号
線１３については、その下層配線１３Ｇを、交差領域ＩＲを挟む２つの箇所で切断する（
切断箇所Ｃｕ３、Ｃｕ４）。これにより、８番目の信号線１３は、短絡が発生している部
分から電気的に分離される。
【００８０】
　次に、特定された第２のタイプの信号線１３ｂの一部と修正用配線４０の一端部４０ａ
とを接続し、特定された第２のタイプの信号線１３ｂの他の一部と修正用配線４０の他端
部４０ｂとを接続する。ここでは、７番目の信号線１３用の修正用配線４０については、
その一端部４０ａを上流側の下層配線１３Ｇに接続し（接続箇所Ｃｏ１）、その他端部４
０ｂを下流側の下層配線１３Ｇに接続する（接続箇所Ｃｏ２）。これにより、７番目の信
号線１３は、修正用配線４０で橋絡される。また、８番目の信号線１３用の修正用配線４
０については、その一端部４０ａを上流側の上層配線１３Ｓに接続し（接続箇所Ｃｏ３）
、その他端部４０ｂを下流側の上層配線１３Ｓに接続する（接続箇所Ｃｏ４）。これによ
り、８番目の信号線１３は、修正用配線４０で橋絡される。
【００８１】
　信号線１３の切断や、信号線１３と修正用配線４０との接続は、例えば、レーザ光の照
射により行うことができる。なお、上記の説明では、信号線１３の切断後に信号線１３と
修正用配線４０との接続を行う例を説明したが、切断工程と接続工程とを行う順序はこれ
に限定されるものではない。接続工程の後に、切断工程を行ってもよい。
【００８２】
　上述したような切断工程および接続工程を行うことにより、修正用配線４０が、交差領
域ＩＲを迂回して表示信号を伝達する迂回経路として機能する。そのため、短絡が発生し
ていた信号線１３に対応する画素列に、本来のように階調電圧の供給を行うことができる
ようになる。
【００８３】
　このように、本実施形態における液晶表示装置１００では、交差領域ＩＲにおいて信号
線１３同士の短絡が発生しても、それによる表示欠陥を修正することができる。そのため
、歩留まりの低下を抑制することができる。
【００８４】
　続いて、液晶表示装置１００のより好ましい構成を説明する。
【００８５】
　液晶表示装置１００のアクティブマトリクス基板１０は、図９に示すように、修正用配
線４０を指し示すマーカー４２を有することが好ましい。このようなマーカー４２が設け
られていることにより、表示欠陥の修正を行う際に、修正用配線４０の視認が容易となる
ので、手番（リードタイム）の削減を図ることができる。
【００８６】
　図９に示す例では、マーカー４２は、ソースメタル層から構成されている。つまり、マ
ーカー４２は、信号線１３の表示領域内に位置する部分と同一の導電膜から形成されてい
る。また、マーカー４２は、ゲートメタル層から構成されていてもよい。つまり、マーカ
ー４２は、走査線１２の表示領域内に位置する部分と同一の導電膜から形成されていても
よい。なお、マーカー４２は、必ずしもゲートメタル層やソースメタル層から構成されて
いなくてもよいが、余分なプロセスを付加することなくマーカー４２を設けるために、既
存の構成要素と同一の膜から形成されていることが好ましい。例えば、マーカー４２は、
ＴＦＴ１４の半導体層と同一の膜（半導体膜）から形成されていてもよい。
【００８７】
　また、図９に示す例では、マーカー４２は、ホームベース状の五角形を縁取るような形
状に形成されているが、マーカー４２の形状は、これに限定されるものではない。マーカ
ー４２は、修正用配線４０を指し示すことができる形状であればどのような形状であって
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もよく、例えば、矢印状や三角形状に形成されていてもよい。
【００８８】
　また、アクティブマトリクス基板１０は、図１０に示すように、表示領域内での信号線
１３の断線に起因する表示欠陥を修正するための予備配線４４を有することも好ましい。
予備配線４４は、ゲートメタル層から構成されており、図１０に示されている領域では、
行方向に延びている。図１０に示す例では、２本の予備配線４４が設けられている。それ
ぞれの予備配線４４は、複数の信号線１３にゲート絶縁膜１６を介して交差している。
【００８９】
　図１１に、液晶表示パネル１全体における予備配線４４の引廻しパターンを示す。予備
配線４４は、図１１に示すように、表示領域外（つまり額縁領域内）でコの字状に引廻さ
れている。例えば、図１１中の４番目の信号線１３に、表示領域内のある箇所Ｂｒで断線
が発生した場合、断線箇所Ｂｒよりも下流側の画素には、表示信号が供給されなくなる。
この場合、断線の発生した信号線１３と予備配線４４とを額縁領域の上側と下側の２つの
箇所（接続箇所Ｃｏ５、Ｃｏ６）で接続することにより、信号線１３の、断線箇所Ｂｒよ
りも下流側の部分に予備配線４４を介して表示信号が供給されるようになる。
【００９０】
　なお、図１０および図１１に示されているように、予備配線４４は、交差領域ＩＲより
も下流側に位置するので、交差領域ＩＲにおいて短絡が発生した場合に、予備配線４４を
用いて表示欠陥の修正を行うことはできない。また、仮に予備配線４４の一部（額縁領域
の上側に位置する部分）を交差領域ＩＲよりも上流側に設けても、予備配線４４の総本数
を超える数の短絡が発生した場合には、表示欠陥を呈するすべての画素列について修正を
行うことはできない。これに対し、本実施形態の液晶表示装置１００のように、交差領域
ＩＲの近傍に修正用配線４０が設けられていることにより、交差領域ＩＲにおける短絡が
多数発生しても、それによる表示欠陥をすべて修正することができる。
【００９１】
　上記の説明では、１個のカラー表示画素ＣＰが４個の画素によって構成される場合を例
示したが、本発明はこれに限定されるものではない。本発明は、ｎ（ｎは４以上の偶数）
個の画素がカラー表示画素ＣＰを構成する液晶表示装置に広く用いられる。例えば、図１
２に示す液晶表示装置１００Ａのように、各カラー表示画素ＣＰが、６個の画素によって
構成されてもよい。図１２に示す液晶表示装置１００Ａでは、各カラー表示画素ＣＰは、
赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび黄画素Ｙに加え、シアンを表示するシアン画素Ｃお
よびマゼンタを表示するマゼンタ画素Ｍを含んでいる。
【００９２】
　また、各カラー表示画素ＣＰを構成する画素の種類（組み合わせ）も、上述した例に限
定されるものではない。例えば、各カラー表示画素ＣＰが４個の画素を含む場合、赤画素
Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよびシアン画素Ｃによって各カラー表示画素ＣＰが構成されて
もよいし、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよびマゼンタ画素Ｍによって各カラー表示画
素ＣＰが構成されてもよい。また、図１３に示す液晶表示装置１００Ｂのように、各カラ
ー表示画素ＣＰが赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂおよび白画素Ｗによって構成されてもよ
い。液晶表示装置１００Ｂでは、対向基板２０のカラーフィルタ層の白画素Ｗに対応する
領域には、無色透明な（つまり白色の光を透過する）カラーフィルタが設けられる。図１
３に示す液晶表示装置１００Ｂでは、追加された原色が白であるため、色再現範囲を広く
するという効果は得られないが、１つのカラー表示画素ＣＰ全体の表示輝度を向上させる
ことができる。
【００９３】
　さらに、各カラー表示画素ＣＰにおける画素の配置順序も、図４、図１２および図１３
などに示した例に限定されるものではない。例えば各カラー表示画素ＣＰが赤画素Ｒ、緑
画素Ｇ、青画素Ｂおよび黄画素Ｙによって構成される場合、図４に示す例では、各カラー
表示画素ＣＰ内で４個の画素は左側から右側に向かって黄画素Ｙ、赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、
青画素Ｂの順に配置されているが、他のいかなる配置を採用してもよい。例えば、各カラ
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ー表示画素ＣＰ内で４個の画素が左側から右側に向かって赤画素Ｒ、緑画素Ｇ、青画素Ｂ
、黄画素Ｙの順に配置されてもよい。
【００９４】
　なお、図４、図１２および図１３に例示した構成では、カラー表示画素ＣＰ内でｎ個の
画素が１行ｎ列に配置されており、カラーフィルタの配列がいわゆるストライプ配列であ
るが、本発明はこれに限定されない。カラー表示画素ＣＰ内で、ｎ個の画素はｐ行ｑ列（
ｐは１以上の整数、ｑはｎ以下の偶数）に配列されていればよい。つまり、複数の画素は
、行方向に沿ってカラー表示画素ＣＰを構成するｎ個の画素のうちの偶数個（ｑ個）の画
素が同じ順で繰り返し並ぶように配列されていればよい。例えば、各カラー表示画素ＣＰ
が４個の画素によって構成される場合、これら４個の画素はカラー表示画素ＣＰ内で２行
２列に配置されてもよい。また、各カラー表示画素ＣＰが６個の画素によって構成される
場合、これら６個の画素はカラー表示画素ＣＰ内で３行２列に配置されてもよい。
【００９５】
　また、上記の説明では、カラー表示画素ＣＰを構成するｎ個の画素が、互いに異なる色
を表示する場合を例示したが、本発明はこれに限定されるものではない。カラー表示画素
ＣＰを構成するｎ個の画素は、同じ色を表示する複数の画素（例えば赤を表示する赤画素
Ｒを２つ）含んでもよい。
【産業上の利用可能性】
【００９６】
　本発明によると、４個以上の偶数個の画素からカラー表示画素が構成される液晶表示装
置において、横シャドーの発生を防止するとともに、歩留まりの低下を抑制することがで
きる。本発明は、多原色液晶表示装置に好適に用いられ、本発明による液晶表示装置は、
テレビジョン受像機の表示部として好適に用いられる。
【符号の説明】
【００９７】
　１　　液晶表示パネル
　２　　走査線駆動回路（ゲートドライバ）
　３　　信号線駆動回路（ソースドライバ）
　３ａ　　出力端子
　１０　　アクティブマトリクス基板
　１０ａ、２０ａ　　透明基板
　１１　　画素電極
　１２　　走査線
　１３　　信号線
　１３ａ　　第１のタイプの信号線
　１３ｂ　　第２のタイプの信号線
　１３Ｇ　　下層配線
　１３Ｓ　　上層配線
　１４　　薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）
　１５　　補助容量線
　１５ａ　　補助容量対向電極
　１６　　ゲート絶縁膜
　１７　　補助容量電極
　１８　　層間絶縁膜
　１９、２９　　配向膜
　２０　　対向基板
　２１　　対向電極
　３０　　液晶層
　４０　　修正用配線
　４０ａ　　修正用配線の一端部
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　４０ｂ　　修正用配線の他端部
　４２　　マーカー
　４４　　予備配線
　１００、１００Ａ、１００Ｂ　　液晶表示装置
　ＣＰ　　カラー表示画素
　Ｒ　　赤画素
　Ｇ　　緑画素
　Ｂ　　青画素
　Ｃ　　シアン画素
　Ｍ　　マゼンタ画素
　Ｙ　　黄画素
　Ｗ　　白画素
　ＩＲ　　交差領域
　ＣＨ　　コンタクトホール

【図１】 【図２】
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